
 情報化社会

01  産業化、合理化のつづく未来
産業化による単純化、均質化の元成り立つ現代。
規格化された工業製品によって建てられた住宅の風景は私たちに「冷たさ」
すら与える。今後も無駄は省かれ続け、未来はさらにミニマルになると考
えられる。敷地は新興住宅地。脈略のないハウスメーカーの住宅が次々と
立ち並び新しい街が始まろうとしている。

産業化した住宅の建築的魅力を再考する

産業化した住宅、またその外部は冷たい印象を与えるがそれだけ
であろうか。産業化した目的とは別の解釈から住宅を読み取く。

建築を構成する「エレメント」が多義性を持つとき深みを帯び空
間に魅力が増すことがわかる。それは産業化された工業的な部材
であっても等しくトマソンはその一例とも言える。
エレメントの多義性は我々建築を学ぶ者には理解しやすい「意味」
と一般の方にも理解できる「意味」が存在し、これを一般に伝え
ることが今後産業化する社会の中で建築（空間体験）をより魅力
的に発信していく我々の使命であると考える。

建築、空間内では能動的に自分の環境を理解しようとす

る。このことを「定位反応」といい、理解し知的快楽を

得ることを「純化」という。建築ではこの知的快楽が豊

かさとなっている。

多義性のある建築は多角的な視点から空間を理解できる

ため利用者（理解者）に豊かさ（知的快楽）を与えやすい。

また、空間の解像度を高く伝えることができるとも捉え

られ、より知的快楽（豊かさ）を与える空間である。

敷地外の都市や街の産業化したエレメントの豊かさをリサーチした。
大きく３種に分類された。

確証：心理から見た豊かさと多義性

❶住戸に接続するよう車道を配置。
貫通させず❷余白を設けながら敷
地同士を隣接させることで複数の
エレメントがコラージュされる状
態を促す。❸鉄塔は住宅の外壁等と
同様、エレメントとして解釈する。

コミュニティコア：多義性を生み出す空間 価格帯の抑えられたハウスメーカーの住宅や建て
売り等、販売しやすい形で土地を利用。

特にコラージュが生まれる部分に配置。
一般の方に多義的に空間を把握させるよう切り取るように塀や壁、開
口を設定する。作為的に材の切り替えを行いコラージュを発生させる。

機能に左右されない自由な空間「フリースペース」と、シェアキッチンを室内外に挿入。コワーキングスペー
スや集会所、地域住民同士の団欒の場、イベント会場としての、利用が想定される。

鉄骨やコンクリートブロック等の工業的な
材が多く構成する空間では雑多な暮らしが、
ハウスメーカーの整った外壁で構成される
空間では魅せる暮らしが感覚的な慣習から
営まれ、街の表情を変える。

素材感による感覚的な場の扱い

ポイ捨てできない

花を植えよう

掃除しよう

芝を張ろう タバコ吸おう

ポイ捨てしよ

はみ出してもいいか

掃除は後回し

コンテンツ

03 提案：街に多義性を持たせる

地と図の反転

ハウスメーカー＝冷たい無機質な街並み

ハウスメーカーらしい工業的な住宅であっても数パターンの外壁材や配管、設備等様々なエレメントを纏う。
地と図を反転させ外部の工業的エレメントが新興住宅地での魅力的なまちづくりで活躍できる状態を設計する。

②自律的な別材のコラージュ ③規律を持つ材

①４種の経年変化

トレンド自然的変化

それぞれの目的で使用される材が重
なり合わさるとき、関係について無
意識的に考えることで想像を膨らま
す。

工業的な材は規格から規則性を持
つ。人はときに「冷たさ」を「静け
さ」や「整頓された」といったメリッ
トとして受け取る。

エレメントが持つ情報を分解すると年月が想
像される「劣化」、自然との対峙が想像され
る「自然的変化」、人との関わりを想像させ
る「人為的変化」、時代背景を想像させる「ト
レンド」の４種の情報が存在し、これら変化
によって現在の状態を把握している。

人為的変化劣化

別視点シティ 065

02 リサーチ：豊かな工業部材

情報化社会によりインターネットやスマホが普及し、SNS（Instagram、Twitter、YouTube）を中心
に個々人による情報の発信が可能となった。誰もが表現者として活躍する場を獲得した。

昭和のような令和の風景

外部空間は無機質な印象が着眼点の変化に伴い
豊かに感じられ活動が外に

室内外ともに居場所へ

これからの建築家

目標

合理化

産業化
目的

ロボットに代替できないようなクリエイティブな仕事は
残り続け、今ある職の合間を縫うような新しい職が発生
するだろう。その中で、空間の価値を最大限に引き出し
使いこなす様を見せる「建築インフルエンサー」という
職を想定する。
建築業界から依頼されたインフルエンサーは新興住宅地
すらも豊かに住みこなし周りの居住者に影響をもたらし
てゆく。職が場所に影響されない時代背景とも重なる。
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アドバイザーとして
街の企画に関与

インフルエンサー
からの触発

オシャレ
でしょ

真似する

いい生活
でしょ

生活の仕方、コラージュの魅力
イベント、オープンスペースの利用、自治

イベント

面白そう

無意識的に街に敏
感になり多義的に
建築を解釈できる
ようになる。→周
辺の地域もより魅
力的に感じる。

豊かさ（知的快楽）

魅力的だ！ コラージュに目がいく！
心地よい～普通なのに普通じゃない！

c.３種の塀
３種の塀に挟まれる T字路。畑、花壇から始まり、柱、屋根、奥の住
宅、庭とコラージュされたエレメントと敷地によってシーンの展開が
次々に繰り広げられる。

工業的で雑多な質感

複層による新鮮な情景

シェアキッチン

敷地の内側で運営する手の
出しやすいフリースペース

多角的に魅せる区画割

勝手口付近は生活が漏れる

飾る庭
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a. シェアキッチン
簡単な集会やママ友同士の集まり、若者の打ち上げなど様々な規格に
対応した食堂。大胆な開口により空間は複数の周辺住宅のエレメント
に覆われる。

（立面図兼コア展開図）

b.鉄塔まわり
鉄塔の強く秀でた工業的エレメントは雑多な雰囲気を作り出し人の緊張を緩める。新しい住宅の
材質とのコラボレーションにより相乗的に多義性を生み出す。「鉄塔すらも美しい」
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